
⑥
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１
―
は
じ
め
に

２
―
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
概
念
の
遷
移
と

　
　
神
戸
市
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

３
―
各
種
の
情
報
化
施
策
に
見
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

　
　
的
発
想

４
―
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
実
現
に
必
要
な
情
報
化
施
策

５
―
お
わ
り
に

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
、
村
井
純
著
、
平
成
七
年
十
一
月
、

岩
波
新
書

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
、
一
九
七
四
年
、
Ｇ
．
Ｂ
．
ダ

ン
ツ
ィ
ク
、
Ｔ
．
Ｌ
．
サ
ア
テ
ィ

「
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
・
地
域
発
意
の
ま
ち
づ
く

り
『
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
』
構
想
調
査
報
告
書
」
、
平

成
十
一
年
三
月
、
神
戸
市
復
興
・
活
性
化
推
進
懇
話
会

コンパクトタウンとコンパクトシティの関係図―1

41●

は
じ
め
に

　
村
井
純
は
著
書
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
の
中
で
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
大
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
支
え
る
た
め
に
は
「
分
散
型
」
の
仕

組
み
で
な
け
れ
ば
耐
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
旨
の
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
細
胞
分
裂
を
し
な
が

ら
成
長
し
て
い
く
体
系
で
あ
る
と
い
う
言
葉
を
引
い

て
、
そ
の
仕
組
み
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

そ
の
活
力
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
と
い

う
機
能
の
単
位
が
、
環
境
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
と
地
域

経
済
で
つ
な
が
っ
て
い
く
と
す
る
神
戸
市
の
「
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
は
、
そ
の
ま
ま
、
自
律
し
た

領
域
を
持
つ
各
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
相
互
に
接
続
し
て

成
り
立
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
想
起
さ
せ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
近
似
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
考
え
方

に
つ
い
て
、
（
１
）
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
概
念

の
遷
移
と
神
戸
市
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

で
の
概
念
を
整
理
し
、
（
２
）
各
種
の
情
報
化
政
策
に

見
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
的
発
想
に
つ
い
て
述

べ
（
３
）
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
必
要
な

情
報
化
と
は
何
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
試
み

た
い
。

２

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う
概
念
の
遷
移
と

神
戸
市
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」

　
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
で
は
、
自
治
体
単
位
で
の

包
括
的
・
総
合
的
な
計
画
の
も
と
に
、
配
置
論
的
、

階
層
的
な
考
え
方
で
、
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て

き
た
。
こ
の
や
り
方
で
は
計
画
と
し
て
体
裁
の
整
っ

た
も
の
と
な
り
、
都
市
と
し
て
の
骨
格
が
整
備
さ
れ

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
で
、
多
様
で
細
か

い
生
活
者
の
視
点
に
立
っ
た
対
応
が
し
に
く
い
。
ス

プ
ロ
ー
ル
な
ど
の
問
題
は
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
か
ら
生

じ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
概
念
の
一
つ
が

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
で
あ
る
。

　
　
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
は
、
緑
地
帯
に
囲
ま
れ

た
一
定
の
機
能
を
充
足
し
た
活
力
あ
る
ま
と
ま
っ
た

都
市
と
い
う
イ
メ
九
ン
の
も
の
で
あ
る
。
概
念
そ
の

も
の
は
、
一
九
七
四
年
に
提
唱
さ
れ
た
田
園
都
市
が

幹
線
道
路
に
よ
り
結
ば
れ
、
多
数
存
在
す
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
だ
。
都
市
と
い
う
よ
り
自
治
領
域
と
い
う

完
結
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。

　
建
設
省
東
北
地
方
建
設
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
公
開
し
て
い
る
情
報
（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
h
.
m
o
c
.
g
o
.

j
p
/
）
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
「
行
き
過
ぎ
た
土

地
利
用
の
拡
散
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
部

に
住
民
が
戻
り
、
住
居
と
職
場
が
近
接
し
た
コ
ン
パ

特
集
・
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考
④
コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

ク
ト
な
都
市
」
と
定
義
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示

し
て
い
る
。
無
秩
序
に
拡
散
し
た
広
い
市
街
地
を
、

ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
に
集
約
、
再
構
成
す
る
こ
と

で
、
ま
さ
に
規
模
と
し
て
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
に
ま
と

ま
っ
た
都
市
づ
く
り
を
行
い
、
効
率
的
な
都
市
整
備

と
中
心
市
街
地
の
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
都
市
の
構
造
を
変
え
る
こ
と
に
よ
る
都

市
の
活
性
化
と
い
う
点
で
は
評
価
で
き
る
が
、
概
念

と
し
て
は
従
来
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
強
く
は
な
い
。

　
一
方
、
神
戸
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
」
は

単
に
「
コ
ン
パ
ク
ト
な
規
模
」
の
都
市
づ
く
り
に
と

ど
ま
っ
て
は
い
な
い
。
都
市
の
形
態
と
し
て
の
コ
ン

パ
ク
ト
さ
よ
り
も
「
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
成

立
す
る
機
能
を
備
え
た
ま
と
ま
り
、
自
律
し
て
生
活

の
ほ
と
ん
ど
が
可
能
」
と
い
う
機
能
的
な
充
足
用
件

を
示
し
、
常
に
自
律
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

基
盤
自
体
が
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
様
々
な
問
題

に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
タ
フ
な
都
市
づ
く
り
を

行
う
も
の
だ
。
「
自
律
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
構
想

す
べ
て
に
浸
透
し
て
い
る
。

　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
様
々
な
都
市
活
動
・
地
域

生
活
が
自
律
し
て
、
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
コ
ン

パ
ク
ト
に
決
定
で
き
る
形
・
仕
組
み
が
二
十
一
世
紀

の
神
戸
の
都
市
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
る
。
そ
の
構
成

単
位
で
あ
る
自
律
生
活
圏
に
お
い
て
環
境
・
生
活
・

１



経
済
が
自
律
し
て
存
立
し
て
い
る
と
同
時
に
、
神
戸

全
体
と
し
て
さ
ら
に
は
都
市
間
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
な
さ
れ
て
い
る
構
成
を
め
ざ
す
。
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　
単
に
構
造
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
都
市
問
題
の

解
決
や
都
市
の
活
性
化
を
は
か
る
の
で
は
な
く
、
自

律
生
活
圏
自
体
が
問
題
解
決
で
き
る
活
力
を
備
え
る

こ
と
で
、
都
市
総
体
と
し
て
も
そ
れ
を
実
現
し
て
い

く
と
い
う
も
の
だ
。

　
行
政
は
そ
の
た
め
に
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
の
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
各
自
律
生
活
圏
が
相
互
に
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
た
め
の
環
境
を
提
供
す
る
。
そ
う
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
に
資
本
を
投
下
す
る
こ
と
が
で
き
、

都
市
全
体
と
し
て
の
活
力
の
向
上
が
可
能
だ
。

　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
様
々
な
地
域
活
性
化
策

全
て
に
効
果
を
発
揮
し
、
そ
れ
ら
の
実
現
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
重
要
な
も
の
と
な
る
。

３

各
種
の
情
報
化
施
策
に
見
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
的
発
想

①
―
地
域
情
報
化
推
進
と
次
世
代
地
域
情
報
化
ビ

　
　
ジ
ョ
ン
～
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
２
１
構
想
～

　
神
戸
市
の
構
想
の
中
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る

「
自
律
」
は
電
気
通
信
審
議
会
の
次
世
代
地
域
情
報
化

ビ
ジ
ョ
ン
～
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
２
１
構
想
～
で
も
現
出
す
る
。

　
そ
の
「
答
申
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
は
、
「
次
世
代
地

域
情
報
化
政
策
」
に
「
自
律
分
散
型
」
と
い
う
言
葉

を
組
み
合
わ
せ
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
情

報
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
―
地
方
公
共
団

体
が
～
中
略
～
高
速
・
大
容
量
・
双
方
向
の
自
律
分

散
型
「
地
域
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備
に
取
り

組
み
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
実
現
す
る
こ
と
と
、

自
律
分
散
的
に
整
備
さ
れ
る
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
間

の
相
互
接
続
性
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
―
と
し
て

い
る
。
こ
の
将
来
像
は
、
「
自
律
分
散
的
」
と
い
う
言

葉
に
よ
り
、
強
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
イ
メ
九
ン
さ
せ

る
も
の
だ
。

　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
り
「
様
々
な
地

域
課
題
の
解
決
や
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
住
民
生
活

の
実
現
、
ひ
い
て
は
二
十
一
世
紀
型
の
新
た
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
も
た
ら
す
」
こ
と
を
め
ざ
す
と
い
う

目
標
は
、
ま
さ
に
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
望
ま
れ
て

い
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

②
―
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｇ
Ｎ
）

　
今
後
行
政
に
求
め
ら
れ
る
広
範
囲
で
き
め
細
か
な

対
応
、
そ
れ
を
実
現
し
、
行
政
事
務
自
体
を
さ
ら
に

効
率
的
・
迅
速
に
行
い
、
高
レ
ベ
ル
・
普
遍
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
検

討
さ
れ
て
い
る
の
が
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ

Ｇ
Ｎ
）
で
あ
る
。

　
自
治
省
は
平
成
九
年
度
か
ら
「
総
合
行
政
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
関
す
る
調
査
研
究
」
を
進
め
て
お
り
、

平
成
十
年
度
に
そ
の
中
間
報
告
を
行
っ
た
。
そ
こ
で

提
唱
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
地
方
公
共
団
体
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
接
続
し
、
電
子
化
さ
れ
た
行
政
情
報
の

交
換
・
提
供
を
効
率
的
・
安
全
・
確
実
に
行
う
た
め

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
共
通
仕
様
を
定
め
、
そ
れ
を
実

現
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
間
報
告
及
び
地
方
自

治
情
報
セ
ン
タ
ー
が
平
成
十
年
度
に
行
っ
た
「
総
合

行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
お
け
る
行
政
情
報
の

交
換
・
提
供
方
法
の
調
査
研
究
」
に
詳
し
い
が
、
大

き
な
目
的
は
行
政
事
務
の
効
率
化
・
迅
速
化
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
で
あ
る
。

　
業
務
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
で
汎
用
的
な
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
、
共
通
仕
様
の
基
に
構
築
す
る

こ
と
で
、
重
複
投
資
を
抑
え
る
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ

る
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
基
盤
と
し
、

住
民
生
活
に
必
要
な
行
政
情
報
の
提
供
、
申
請
・
届

出
手
続
き
の
電
子
化
等
国
と
地
方
公
共
団
体
を
通
じ

て
一
体
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
で
き
る
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｎ
自
体
は
地
方
公
共
団
体
レ
ベ
ル
ま
で
の
フ

ラ
ッ
ト
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り
方
と
し
て
提

唱
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
盤
に
あ
る
の
は
地
方
公

共
団
体
と
市
民
と
い
う
関
係
で
あ
り
、
各
地
方
公
共

団
体
内
で
ス
ケ
士
フ
ブ
ル
に
展
開
す
る
考
え
方
で
あ

る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
は
、
各
自
律
生
活
圏
の
領

域
が
よ
り
明
確
に
な
る
一
方
で
、
実
際
に
共
有
し
活

用
す
べ
き
情
報
の
対
象
範
囲
は
、
都
市
や
自
治
体
と

い
う
枠
組
み
を
超
え
て
自
由
に
拡
が
っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｇ
Ｎ
の
構
築
と
地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

展
開
に
よ
っ
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
要
求
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
が
可
能
と
な
り
「
自
律
」
し
た
都

市
活
動
は
よ
り
活
性
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

４

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
実
現
に
必
要
な

情
報
化
施
策

　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
の
情
報
化
施
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
べ
き
な
の
か
？

　
横
浜
市
が
平
成
十
年
に
策
定
し
た
「
横
浜
市
高
度

情
報
化
推
進
計
画
」
で
は
、
情
報
化
推
進
に
お
け
る

市
の
役
割
を
、
市
民
と
行
政
の
十
分
な
意
見
交
換
の

も
と
、
市
民
・
企
業
・
大
学
等
と
連
携
・
協
働
体
制

を
築
き
、
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
事
と
位
置
づ
け
、
行
政
内
部
の
情
報
化
に
つ

図―2　総合行政ネットワークの概念図
「
次
世
代
地
域
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
～
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
２
１
構
想
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」
（
平
成
十
年
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四
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会
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「
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
お
け
る
行
政
情

報
の
交
換
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図―3　情報化によりめざす都市像



い
て
も
行
政
情
報
の
円
滑
な
流
通
と
事
務
処
理
の
効

率
化
を
図
り
、
行
政
情
報
シ
ス
テ
ム
の
効
率
的
な
整

備
に
よ
り
そ
れ
ら
を
進
め
て
い
く
も
の
と
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
り
め
ざ
す
都
市
像
は
、
「
情
報
で
結
ば

れ
、
豊
か
な
暮
ら
し
や
活
動
を
実
現
す
る
ま
ち
、
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
魅
力
を
創
り
出
す
元

気
の
あ
る
ま
ち
」
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
を
創
造
す
る
担
い
手
で
あ
る
市
民
・

企
業
・
行
政
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
に
よ
っ
て

情
報
化
に
取
り
組
み
、
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
な
情

報
・
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
・
提
供
し
、
だ
れ
も
が
そ
れ

ら
の
情
報
・
サ
ー
ビ
ス
の
も
た
ら
す
効
果
を
享
受
す

る
こ
と
の
で
き
る
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
」
な
環
境
を
創

り
出
す
事
が
重
要
で
あ
る
、
と
基
本
的
考
え
方
で
は

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
い
う

方
向
性
に
も
ほ
ぼ
通
用
す
る
。

　
今
後
は
さ
ら
に
、
住
民
の
自
律
性
を
育
む
具
体
的

方
策
を
立
て
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
た
め
の

支
援
を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
２
１
構
想
や
Ｓ
Ｇ
Ｎ
、
地
域

で
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
す
す
め
る
こ
と

で
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
必
要
な
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
、
再
度
神
戸
の
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構

想
」
を
参
照
す
る
と
、
市
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み

と
と
も
に
、
自
律
生
活
圏
で
あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ

ン
の
育
成
整
備
を
は
が
る
た
め
の
施
策
体
系
と
し
て
、

地
域
に
お
け
る
Λ
個
性
Ｖ
を
育
て
る
施
策
を
第
一
に
、

Λ
環
境
Ｖ
、
Λ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｖ
、
Λ
地
域
経
済
Ｖ

の
各
分
野
を
示
し
そ
れ
ぞ
れ
に
推
進
施
策
を
積
み
上

げ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
地
域
の
特
性
を
育
て
る
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て

は
、
「
独
自
な
区
行
政
の
推
進
」
、
「
中
間
組
織
（
イ
ン

タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ
ー
組
織
）
の
育
成
」
、
「
地
域
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
発
掘
」
が
、
環
境
と
共
生
す
る
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
は
、
「
循
環
型
に
向
け
た
ラ
ィ
フ
ス

タ
ィ
ル
の
提
案
」
、
「
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
」
、
「
歩
い
て
い
け
る
身
近
な
拠
点
整
備
」
が
、
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
づ
く
り
で
は
、
「
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
」
、
「
住
民
活
動
事
業
の

推
進
」
、
「
ま
ち
づ
く
り
会
社
に
対
す
る
支
援
」
が
、

地
域
に
密
着
し
た
産
業
の
育
成
で
は
、
「
市
民
事
業

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
育
成
・
支
援
」
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
に
な
っ
た
地
域
産
業
振
興
」
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ら
の
施
策
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
中
間
組

織
（
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
ア
リ
ー
組
織
）
の
育
成
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
各
種
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
策
等
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
市
民
と
の
協
働
を
情
報
共
有
・
交

換
を
通
じ
て
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
各
種
の
市
民
活
動
を
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
行
う
、
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
的
な

仕
組
み
の
充
実
が
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め

に
は
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
い
ず
れ
も
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
促
進
を

進
め
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
事
業
な
ど
の
手
法
に
よ

り
、
情
報
化
を
進
め
て
き
た
。

　
緑
区
か
ら
、
市
民
カ
レ
ッ
ジ
ヘ
と
展
開
し
た
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る
生
涯
学
級
、
旭
区
の
、
市
民

が
利
用
で
き
る
掲
示
板
等
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成
の

支
援
と
い
え
る
も
の
、
企
業
と
市
が
協
力
し
、
地
下

鉄
や
下
水
管
内
の
光
フ
ァ
ィ
バ
を
利
用
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
利
用
を
通
じ
て
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
可
能
性

特
集
・
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
考
④
コ
ン
パ
ク
ト
化
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
る
横
浜
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
験
協
議

会
の
取
り
組
み
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
施
策
の
さ
ら
な
る
展
開
と
充

実
も
重
要
だ
が
、
各
種
施
策
に
対
し
て
情
報
化
の
観

点
か
ら
様
々
な
ソ
リ
ュ
ー
ン
ヨ
ン
を
提
供
で
き
る
よ

う
な
組
織
や
仕
組
み
が
あ
れ
ば
さ
ら
に
効
率
的
に
施

策
を
実
現
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
既
存
の
情
報
化
資
源
の
活
用
や
問
題
解
決
の
た
め

の
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
提
供
な
ど
を
行
う
集
団
の

存
在
は
、
そ
の
強
力
な
手
段
と
な
る
は
ず
だ
。

お
わ
り
に

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
代
表
さ
れ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
目
標
と
し
て
い
る

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
の
多
重
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
不
思
議
な
ほ
ど
一
致
す
る
。

　
大
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
支
え
る
た
め
に
選
択

さ
れ
た
自
律
分
散
型
と
い
う
仕
組
み
は
、
肥
大
化
し

た
都
市
を
活
性
化
さ
せ
る
方
法
と
し
て
も
ま
た
通
用

す
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
ユ
ー

ビ
キ
タ
ス
（
U
b
i
q
u
i
t
o
u
s
）
に
存
在
す
る
も
の
と
な

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ま
た
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
も
の
と

し
て
同
様
に
存
在
す
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
遍
在
す
る
情
報
資
源
を
活
用
し
、
活
力
あ
る

ま
ち
を
創
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」
と
い
う
概
念

は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
と
し
て
必

然
的
に
選
択
さ
れ
て
い
く
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Λ
企
画
局
高
度
情
報
化
推
進
課
Ｖ

図―4　コンパクトシティと情報ネットワークの関係
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浜
市
局
度
情
報
化
推
進
計
画
」
、
平
成
十
年
十
二
月
、

横
浜
市
企
画
局

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
y
o
k
o
h
a
m
a
.
j
p
/
m
e
/
k
i
k
a
k
u
/
i
p
o
/
s
k
e
i
k

a
k
u
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

「
緑
区
生
涯
学
級
の
取
り
組
み
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
y
o
k
o
h
a
m
a
.
j
p
/
m
e
/
m
i
d
o
r
i
/
s
y
o
u
g
a
i
/
i

n
d
e
x
.
h
t
m
l

「
旭
区
の
掲
示
板
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y

.
y
o
k
o
h
a
m
a
.
j
p
/
m
e
/
a
s
a
h
i
/
m
i
n
n
a
/
m
i
n

n
a
.
h
t
m
1

U
b
i
q
u
i
t
o
u
s
=
普
遍
的
な

43●

５


	page1
	page2
	page3

